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【はじめに】半透明型有機薄膜太陽電池 (ST-

OPV)は、上部電極として金属材料の代わりに透

明導電膜を使用することで光透過性を付与した

太陽電池の一つである。我々は、可視光吸収材料

を用いたGlass/ZnO-nps/PPDT2FBT:PC61BM/MoO3 

/IZO の素子構造において、変換効率(PCE)が 4%

以上の素子作製に成功している[1]。更なる変換効

率の向上に向けて、タンデム型の ST-OPV の素子

開発が必要である。本研究では、ボトムセル側の

検討として、有機発電層に近赤外光を吸収する

PTB7-Th:ITIC[2]を用いた ST-OPV の作製を行った。 

【実験方法】作製した ST-OPV の素子構造は

Glass/ITO/ZnO-nps/PTB7-Th:ITIC/MoO3/IZO であ

る。活性層は、窒素置換されたグローブボックス

内でスピンコート法により塗布成膜を行った。作

製した素子の評価は、AM1.5・1SUN の光照射条

件下における電流密度－電圧 (J-V) 測定と外部

量子効率 (E.Q.E)特性の評価を行った。 

【結果及び考察】Fig.1 に、作製した素子の J-V

特性を示す。MoO3の膜厚を標準的な 10 nm で作

製した素子では、短絡電流密度(Jsc)の値は 4.37 

mA/cm2、開放電圧(Voc)は 0.44 V、曲線因子(FF) 

は 0.27、PCE は 0.52%であった。現状の素子にお

ける設計では良い特性が得られなかったため、

MoO3 の膜厚を 20 nm に厚くさせた素子作製を行

った。その結果、Jscの値は 7.07 mA/cm2、Vocは

0.79 V、FF は 0.58、PCE は 3.26%となった。MoO3

の膜厚を厚くしたことにより各太陽電池素子性

能パラメーターが向上し、PTB7-Th:ITIC を用い

た素子の発電特性が改善されたことを確認した。

Fig.2 には、作製した素子の E.Q.E を示す。MoO3

の厚さを 20 nm にした素子は、厚さ 10 nm の素

子と比較すると Jsc の値が向上しているが、EQE

では 300~750 nm の波長における値が 10%近く向

上していた。以上のことから、近赤外光吸収材料

を用いた ST-OPV をタンデム型のボトムセルへ

適応させるためには、更なる素子構造の最適化を

検討する必要がある。 
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Fig.1 J-V characterization 

Fig.2 E.Q.E characterization  
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